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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第89期
第１四半期
累計期間

第90期
第１四半期
累計期間

第89期

会計期間
自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日

自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日

自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日

売上高 （百万円） 234,677 242,836 922,095

経常利益 （百万円） 5,328 6,505 21,573

四半期（当期）純利益 （百万円） 3,623 4,461 14,605

持分法を適用した場合の投資利

益
（百万円） － － －

資本金 （百万円） 15,869 15,869 15,869

発行済株式総数 （千株） 63,553 63,553 63,553

純資産額 （百万円） 156,915 170,715 166,921

総資産額 （百万円） 366,338 381,973 361,363

１株当たり四半期（当期）純利

益金額
（円） 57.02 70.21 229.84

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） － － －

１株当たり配当額 （円） － － 56.00

自己資本比率 （％） 42.8 44.7 46.2

営業活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △3,455 △5,665 24,721

投資活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △4,672 △5,215 △6,413

財務活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） 7,918 10,271 △17,876

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（百万円） 17,872 17,904 18,513

　（注）１．当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等を含めておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が存在しないため記載しておりません。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

５．当社は、四半期財務諸表等規則第４条の２第２項により、四半期キャッシュ・フロー計算書を作成しており

ます。
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２【事業の内容】

　当第１四半期累計期間において、当社グループが営む事業の内容について、重要な変更はありません。また、主要

な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期累計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等又は、前事業

年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当第１四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

 

(1）業績の状況

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、各種政策効果等により、雇用・所得環境の改善が続くなかで、緩

やかな景気回復基調で推移いたしました。

化粧品・日用品、一般用医薬品業界においては、消費マインドの改善を背景とした個人消費の持ち直しなどによ

り、市場環境は堅調に推移いたしました。

このような状況のなか、当社は「顧客満足の最大化と流通コストの最小化」をコーポレートスローガンに、人々

の生活に密着した「美と健康」に関する商品をフルラインで提供する中間流通業として、サプライチェーン全体の

最適化・効率化を目指した取組みを行っております。また、小売業の効果的な品揃えや販売活動を支援する営業体

制の強化、及び、安心・安全で高品質・ローコスト物流機能の強化を図り、平時の安定供給はもとより有事の際に

も「止めない物流」体制により、小売業ひいては消費者のみなさまへローコストかつ安定的に商品をお届けする取

組みを行っております。

当事業年度は、「社会に真に必要とされる中間流通業に向けた取組み」をビジョンとする中期経営計画の最終年

度にあたり、計画達成に向けて重点戦略である情報提供力を高めるための「情報システムの強化」と業務の高度

化・効率化を担う「人材の育成」により、社内の生産性はもとより小売業・メーカーとの協働によるサプライ

チェーン全体の「さらなる生産性向上」、そして安心・安全をベースとした営業・物流などの中間流通業としての

「機能強化」を加速することに取組み、持続的成長による企業価値向上に努めております。

また、平成29年５月から稼働した「ＦＤＣ広島」（広島市佐伯区）を、既存の「ＲＤＣ中国」（広島市安佐南

区）と連携させることで、中国エリアにおける配送効率向上に取組んでおります。さらに、出荷能力の拡大を目的

とした「ＲＤＣ沖縄」（沖縄県うるま市）の増設及び「ＲＤＣ新潟」（新潟県見附市）のリプレイスなど、将来の

基盤強化に向けた設備投資を計画どおりに進めております。

これらの結果、当第１四半期累計期間の売上高は2,428億36百万円（前年同期比3.5％増）、営業利益は58億82百

万円（前年同期比24.7％増）、経常利益は65億５百万円（前年同期比22.1％増）、四半期純利益は44億61百万円

（前年同期比23.1％増）となりました。

 

（注）１．ＲＤＣ（Regional Distribution Center）とは、大型物流センターのことをいいます。

２．ＦＤＣ（Front Distribution Center）とは、発注頻度の高いケース商品を在庫し、ＲＤＣを支援する物

流センターのことをいいます。

 

なお、当社のセグメント報告は、単一セグメントのためセグメント別の記載を省略しております。

 

 

EDINET提出書類

株式会社ＰＡＬＴＡＣ(E02691)

四半期報告書

 4/17



(2）資産、負債及び純資産の状況

（資産）

当第１四半期会計期間末の資産は、前事業年度末に比べて206億９百万円増加し、3,819億73百万円となりまし

た。これは主に、受取手形及び売掛金が133億68百万円、商品及び製品が39億18百万円増加したことによるもので

あります。

 

（負債）

当第１四半期会計期間末の負債は、前事業年度末に比べて168億15百万円増加し、2,112億58百万円となりまし

た。これは主に、支払手形及び買掛金が78億47百万円、短期借入金が130億円増加したことや、未払法人税等が22

億52百万円、長期借入金が９億91百万円減少したことによるものであります。

 

（純資産）

当第１四半期会計期間末の純資産は、前事業年度末に比べて37億93百万円増加し、1,707億15百万円となりまし

た。これは主に、利益剰余金が26億82百万円、その他有価証券評価差額金が11億17百万円増加したことによるもの

であります。

 

(3）キャッシュ・フローの状況

当第１四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は、前事業年度末より６

億８百万円減少し、179億４百万円となりました。

当第１四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果使用した資金は56億65百万円（前年同期比22億９百万円の増加）となりました。これは主に、税

引前四半期純利益65億９百万円、減価償却費11億65百万円、売上債権の増加額133億68百万円、たな卸資産の増加

額39億18百万円、仕入債務の増加額84億27百万円、法人税等の支払額37億11百万円によるものであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は52億15百万円（前年同期比５億43百万円の増加）となりました。これは主に、有

形固定資産の取得による支出62億59百万円、有形固定資産の売却による収入10億69百万円によるものであります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果得られた資金は102億71百万円（前年同期比23億53百万円の増加）となりました。これは主に、

短期借入金の純増加額130億円、長期借入れによる収入10億円、長期借入金の返済による支出19億33百万円、配当

金の支払額17億75百万円によるものであります。

 

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について、重要な変更はありません。

 

(5）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 180,000,000

計 180,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成29年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成29年８月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 63,553,485 63,553,485
東京証券取引所

（市場第一部）
単元株式数　100株

計 63,553,485 63,553,485 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成29年４月１日～
平成29年６月30日

－ 63,553,485 － 15,869 － 16,597

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成29年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

 

①【発行済株式】

平成29年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　 5,900 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　63,457,000 634,570 －

単元未満株式 普通株式　　 90,585 － －

発行済株式総数 63,553,485 － －

総株主の議決権 － 634,570 －

 

②【自己株式等】

平成29年６月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

株式会社ＰＡＬＴＡＣ
大阪市中央区本町橋

２番46号
5,900 － 5,900 0.01

計 － 5,900 － 5,900 0.01
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２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当第１四半期累計期間における役員の異動はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社ＰＡＬＴＡＣ(E02691)

四半期報告書

 8/17



第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

なお、四半期財務諸表等規則第４条の２第２項により、四半期キャッシュ・フロー計算書を作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間（平成29年４月１日から平成29

年６月30日まで）及び第１四半期累計期間（平成29年４月１日から平成29年６月30日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について
「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第64号）第５条第２項によ

り、当社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目から見て、当企業集

団の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程度に重要性が乏しいもの

として、四半期連結財務諸表は作成しておりません。

なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次のとおりであります。

資産基準　　　　      0.1％

売上高基準　　　      0.1％

利益基準　　　　    △0.3％

利益剰余金基準　      0.1％
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前事業年度

(平成29年３月31日)
当第１四半期会計期間
(平成29年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 18,513 17,904

受取手形及び売掛金 170,294 183,663

商品及び製品 40,351 44,269

その他 16,742 17,283

貸倒引当金 △77 △85

流動資産合計 245,825 263,035

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 38,057 38,681

土地 42,443 41,858

その他（純額） 11,965 13,858

有形固定資産合計 92,466 94,398

無形固定資産 895 853

投資その他の資産   

投資その他の資産 22,181 23,691

貸倒引当金 △5 △5

投資その他の資産合計 22,176 23,686

固定資産合計 115,538 118,937

資産合計 361,363 381,973

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 134,152 141,999

短期借入金 3,000 16,000

1年内返済予定の長期借入金 8,132 8,190

未払法人税等 4,231 1,979

賞与引当金 2,026 2,650

返品調整引当金 192 197

その他 20,157 17,858

流動負債合計 171,892 188,876

固定負債   

長期借入金 15,444 14,453

退職給付引当金 2,183 2,235

その他 4,922 5,693

固定負債合計 22,549 22,381

負債合計 194,442 211,258
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  （単位：百万円）

 
前事業年度

(平成29年３月31日)
当第１四半期会計期間
(平成29年６月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 15,869 15,869

資本剰余金 27,827 27,827

利益剰余金 114,528 117,210

自己株式 △7 △7

株主資本合計 158,217 160,899

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 8,692 9,810

繰延ヘッジ損益 11 5

評価・換算差額等合計 8,704 9,815

純資産合計 166,921 170,715

負債純資産合計 361,363 381,973
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（２）【四半期損益計算書】

【第１四半期累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年６月30日)

売上高 234,677 242,836

売上原価 ※ 217,059 ※ 223,972

売上総利益 17,617 18,863

販売費及び一般管理費 12,900 12,981

営業利益 4,717 5,882

営業外収益   

受取配当金 94 92

情報提供料収入 423 432

不動産賃貸料 37 34

その他 125 111

営業外収益合計 681 669

営業外費用   

支払利息 51 31

不動産賃貸費用 14 9

その他 3 5

営業外費用合計 69 46

経常利益 5,328 6,505

特別利益   

投資有価証券売却益 － 6

特別利益合計 － 6

特別損失   

固定資産除却損 0 3

減損損失 33 －

特別損失合計 33 3

税引前四半期純利益 5,295 6,509

法人税、住民税及び事業税 1,664 1,792

法人税等調整額 8 255

法人税等合計 1,672 2,047

四半期純利益 3,623 4,461
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益 5,295 6,509

減価償却費 1,209 1,165

減損損失 33 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △196 7

賞与引当金の増減額（△は減少） 665 623

返品調整引当金の増減額（△は減少） △3 5

退職給付引当金の増減額（△は減少） 98 118

受取利息及び受取配当金 △94 △92

支払利息 51 31

投資有価証券売却損益（△は益） － △6

売上債権の増減額（△は増加） △11,216 △13,368

たな卸資産の増減額（△は増加） △2,566 △3,918

仕入債務の増減額（△は減少） 3,925 8,427

未収消費税等の増減額（△は増加） 1,580 －

未払消費税等の増減額（△は減少） 631 △590

その他 504 △932

小計 △81 △2,018

利息及び配当金の受取額 94 92

利息の支払額 △46 △27

法人税等の支払額 △3,421 △3,711

営業活動によるキャッシュ・フロー △3,455 △5,665

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △4,660 △6,259

有形固定資産の売却による収入 94 1,069

無形固定資産の取得による支出 △40 △44

投資有価証券の取得による支出 △45 △43

投資有価証券の売却による収入 － 59

その他 △19 1

投資活動によるキャッシュ・フロー △4,672 △5,215

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,000 13,000

長期借入れによる収入 10,000 1,000

長期借入金の返済による支出 △1,414 △1,933

リース債務の返済による支出 △20 △19

自己株式の取得による支出 － △0

配当金の支払額 △1,647 △1,775

財務活動によるキャッシュ・フロー 7,918 10,271

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △209 △608

現金及び現金同等物の期首残高 18,082 18,513

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 17,872 ※ 17,904
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【注記事項】

（四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

該当事項はありません。

 

（四半期損益計算書関係）

※　売上原価には、以下のものを含めて表示しております。

 
前第１四半期累計期間
（自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日）

返品調整引当金戻入額 216百万円 192百万円

返品調整引当金繰入額 212 197

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のとおり

であります。

 
前第１四半期累計期間
（自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日）

現金及び預金勘定 17,872百万円 17,904百万円

預入期間が３ヵ月を超える定期預金 － －

現金及び現金同等物 17,872 17,904

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年６月30日）

配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年５月12日

取締役会
普通株式 1,652 26 平成28年３月31日 平成28年６月６日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第１四半期累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年６月30日）

配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年５月12日

取締役会
普通株式 1,779 28 平成29年３月31日 平成29年６月２日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年６月30日）

　　当社は「卸売事業」の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

Ⅱ　当第１四半期累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年６月30日）

　　当社は「卸売事業」の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、次のとおりであります。

 
　前第１四半期累計期間
（自　平成28年４月１日
　　至　平成28年６月30日）

　当第１四半期累計期間
（自　平成29年４月１日
　　至　平成29年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 57円02銭 70円21銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（百万円） 3,623 4,461

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 3,623 4,461

普通株式の期中平均株式数（千株） 63,547 63,547

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

平成29年５月12日開催の取締役会において、次のとおり剰余金の配当を行うことを決議いたしました。

（イ）配当金の総額…………………………………1,779百万円

（ロ）１株当たりの金額……………………………28円00銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日……平成29年６月２日

（注）平成29年３月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
 

　該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 平成29年８月10日

株式会社ＰＡＬＴＡＣ  

 取締役会　御中  

 

 有限責任 あずさ監査法人 
 

 
指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
 公認会計士 近藤　康仁　　㊞

 

 
指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
 公認会計士 余野　憲司　　㊞

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ＰＡＬ

ＴＡＣの平成29年４月１日から平成30年３月31日までの第90期事業年度の第１四半期会計期間（平成29年４月１日から平

成29年６月30日まで）及び第１四半期累計期間（平成29年４月１日から平成29年６月30日まで）に係る四半期財務諸表、

すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを

行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正

に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ＰＡＬＴＡＣの平成29年６月30日現在の財政状態並びに同日をもっ

て終了する第１四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がす

べての重要な点において認められなかった。

 
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　　上

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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